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東
京
都
墨
田
区
立
第
四
吾
嬬
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
則 

 

第 

一 

章 
 

名 
 

称 
 

 
第 
一 

条 
 

本
会
は
墨
田
区
立
第
四
吾
嬬
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
称
し
、
事
務
所
を
同
校
内
に
置
く 

 

第 

二 

章 
 

目 
 

的 

 

第 

二 

条 
 

本
会
は
学
校
と
家
庭
、
地
域
と
の
連
携
を
密
に
し
、
学
校
教
育
へ
の
協
力
と
地
域
社
会
の
文
化
の 

向
上
発
展
を
は
か
り
、
児
童
の
健
全
な
育
成
を
目
的
と
す
る 

 

第 

三 

章 
 

方 
 

針 

 

第 

三 

条 
 

本
会
は
次
の
方
針
を
も
っ
て
活
動
す
る 

一
、
本
会
は
教
育
に
関
す
る
民
主
団
体
と
し
て
自
主
的
に
活
動
す
る 

二
、
本
会
は
特
定
の
政
党
や
宗
教
に
か
た
よ
ら
な
い 

三
、
本
会
は
選
挙
活
動
や
営
利
を
目
的
と
す
る
よ
う
な
こ
と
は
行
わ
な
い 

四
、
本
会
は
学
校
の
管
理
や
人
事
に
干
渉
し
な
い 

 

 

第 

四 

章 
 

会 
 

員 

 

第 

四 

条 
 

本
会
の
会
員
は
本
校
児
童
の
父
母
（
保
護
者
を
含
む
）
及
び
教
職
員
を
も
っ
て
正
会
員
と
し
、
す
べ
て 

 
 
 
 
 
 
 

会
則
に
よ
り
平
等
の
権
利
義
務
を
有
す
る 
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第 

五 

章 
 

活 
 

動 
 

 

第 

五 

条 
 

本
会
は
第
二
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
次
の
行
動
を
行
う 

一
、
家
庭
の
教
育
力
を
十
分
発
揮
す
る
た
め
の
会
員
相
互
の
研
修 

二
、
児
童
の
保
護
衛
生
及
び
安
全
教
育
へ
の
協
力
並
び
に
教
育
環
境
の
充
実 

三
、
家
庭
と
学
校
及
び
会
員
相
互
の
親
密
な
提
携
に
よ
る
児
童
の
生
活
指
導 

四
、
そ
の
他
教
育
振
興
に
有
益
な
活
動 

  
 
 
 
 
 
 

第 
六 

章 
 

会 
 

計 
 

 

第 

六 

条 
 

本
会
の
経
費
は
会
費
及
び
そ
の
他
の
収
入
に
よ
っ
て
支
弁
す
る 

第 

七 

条 
 

本
会
の
会
費
は
児
童
一
人
に
つ
き 

月
五
百
円
の
申
し
込
み
を
受
け
、
納
入
す
る
も
の
と
す
る 

第 

八 

条 
 

本
会
の
経
理
は
総
会
に
お
い
て
議
決
さ
れ
た
予
算
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る 

第 

九 

条 
 

本
会
の
決
算
は
会
計
監
査
を
経
て
総
会
に
報
告
さ
れ
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 

第 

十 

条 
 

本
会
の
会
計
年
度
は
、
毎
年
四
月
一
日
に
始
ま
り
翌
年
三
月
三
十
一
日
に
終
わ
る 

  
 
 
 
 
 
 

第 

七 

章 
 

役 
 

員 

 

第 

十
一
条 

 

一
、
会
長 

一 

名 

副
会
長 

三 
名 
書
記 

三
名
（
内
一
名
教
職
員
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

会
計 

二 

名 

庶
務 

二 

名 

※ 

運
営
上
必
要
が
生
じ
た
場
合
は
、
役
員
の
人
数
を
調
整
す
る
場
合
も
あ
る 

 
 
 
 
 
 
 

二
、
役
員
は
他
の
役
員
、
会
計
監
査
委
員
を
兼
ね
る
こ
と
が
出
来
な
い 

 
 
 
 
 
 
 

三
、
校
長
と
副
校
長
は
役
員
と
同
格
と
す
る 

第 

十
二
条 

 

本
会
は
役
員
の
他
に
顧
問
、
相
談
役
を
置
く
事
が
出
来
る 

一
、 

顧
問
は
会
長
を
委
員
会
の
承
認
を
経
て
顧
問
に
委
嘱
す
る 

二
、 

本
校
に
て
定
年
退
職
を
迎
え
た
、
校
長
・
副
校
長
を
委
員
会
の
承
認
を
経
て
顧
問
に
委
嘱
す
る 

三
、 

相
談
役
は
副
会
長
を
委
員
会
の
承
認
を
経
て
委
嘱
し
、
三
年
を
任
期
と
す
る 

第 

十
三
条 

 

役
員
の
選
出
と
任
期
は
左
の
通
り
と
す
る 

一
、 

役
員
は
選
考
委
員
会
が
推
薦
し
た
正
会
員
か
ら
総
会
に
お
い
て
選
出
さ
れ
る 
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二
、
役
員
の
任
期
は
一
年
と
す
る 

た
だ
し
再
任
を
妨
げ
な
い 

三
、
役
員
は
引
き
続
き
他
の
役
員
に
選
出
さ
れ
る
こ
と
が
出
来
る 

 

第 

十
四
条 

 

会
長
は
本
会
を
代
表
し
、
次
の
職
務
を
行
う 

一
、
総
会
及
び
委
員
会
、
常
任
委
員
会
を
召
集
し
総
会
を
除
く
他
の
二
会
合
の
議
長
と
な
る 

二
、
会
長
は
す
べ
て
の
会
合
に
出
席
し
て
意
見
を
述
べ
る
事
が
で
き
る 

第 
十
五
条 

 

副
会
長
は
会
長
を
補
佐
し
会
長
に
事
故
あ
る
と
き
は
そ
の
職
務
を
代
行
す
る 

第 

十
六
条 

 

書
記
は
次
の
職
務
を
行
う 

一
、
総
会
及
び
常
任
委
員
会
の
議
事
な
ら
び
に
本
会
の
活
動
に
関
す
る
重
要
事
項
を
記
録
す
る 

二
、
記
録
、
通
信
そ
の
他
の
書
類
を
保
管
す
る 

三
、
会
長
の
指
示
に
よ
り
本
会
の
庶
務
を
行
う 

第 

十
七
条 

 

会
計
は
次
の
職
務
を
行
う 

一
、
総
会
が
決
定
し
た
予
算
に
基
づ
い
て
一
切
の
会
計
事
務
を
処
理
す
る 

二
、
会
計
監
査
を
経
た
会
計
を
委
員
会
に
報
告
す
る 

三
、
本
会
の
財
産
を
管
理
す
る 

四
、
予
算
の
立
案
に
つ
い
て
協
力
す
る 

第 

十
八
条 

 

庶
務
は
次
の
職
務
を
行
う 

一
、
す
べ
て
の
仕
事
を
補
佐
し
、
運
営
の
円
滑
を
図
る 

 

第 

八 

章 
 

会
計
監
査
委
員 

第 

十
九
条 

 

本
会
の
経
理
を
監
査
す
る
た
め
に
三
名
の
会
計
監
査
委
員
（
内
一
名
教
職
員
）
を
置
く 

一
、
会
計
監
査
委
員
は
総
会
に
お
い
て
選
出
さ
れ
る 

二
、
会
計
監
査
委
員
は
必
要
に
応
じ
臨
時
会
計
監
査
を
行
う 

三
、
会
計
監
査
委
員
の
任
期
は
一
年
と
す
る 

 

第 

九 

章 
 

選
考
委
員
会 

第 

二
十
条 

 

役
員
及
び
会
計
監
査
委
員
を
決
め
る
た
め
に
選
考
委
員
会
を
置
く 

一
、
選
考
委
員
会
は
、
前
年
度
役
員
に
て
構
成
す
る 

二
、
学
校
側
役
員
に
つ
い
て
は
学
校
で
推
薦
す
る 

三
、
選
考
委
員
会
の
委
員
は
そ
の
任
務
を
終
了
し
た
と
き
に
解
任
さ
れ
る 
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第 

十 

章 
 

総 
 

会 
 

 
第
二
十
一
条 

 

総
会
は
全
会
員
を
も
っ
て
構
成
さ
れ
本
会
の
最
高
決
議
機
関
で
あ
る 

第
二
十
二
条 

 

総
会
は
定
期
総
会
及
び
臨
時
総
会
と
す
る 

一
、 

定
期
総
会
は
毎
年
四
月
に
開
催
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
、
臨
時
総
会
は
委
員
会
が
必
要
と
認
め
た
時
又
は
会
員
の 

五
分
の
一
の
要
求
が
あ
っ
た
時
、
開
催
す
る 

第
二
十
三
条 

 
総
会
は
会
員
の
現
在
の
五
分
の
一
以
上
出
席
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
議
事
を
は
か
り
議
決
す
る
こ
と
が
出
来
な
い 

第
二
十
四
条 

 
総
会
の
議
事
は
出
席
者
の
過
半
数
で
決
め
る 

 

第 

十
一 
章 

 

常
任
委
員
会 

 

 

第
二
十
五
条 

 

本
会
の
運
営
及
び
活
動
に
つ
い
て
審
議
立
案
す
る
た
め
に
常
任
委
員
会
を
置
く 

一
、
常
任
委
員
会
は
役
員
・
専
門
委
員
長
・
学
年
委
員
長
・
地
区
部
長
各
一
名
及
び
教
職
員
若
干
名
を 

も
っ
て
構
成
す
る 

二
、
常
任
委
員
会
で
審
議
立
案
し
た
事
項
は
、
委
員
会
に
提
案
し
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 

た
だ
し
緊
急
事
項
に
つ
い
て
は
事
後
承
認
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
る 

 

第 

十
二 

章 
 

委 

員 

会 

 

第
二
十
六
条 
 

委
員
会
は
役
員
・
会
計
監
査
委
員
を
ふ
く
む
全
委
員
を
も
っ
て
構
成
し
毎
学
期
一
回
以
上
開
く
こ
と
を 

原
則
と
す
る 

一
、
委
員
の
選
出
は
細
則
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る 

二
、
委
員
会
は
会
長
が
必
要
に
よ
っ
て
認
め
た
時
又
は
構
成
員
の
四
分
の
一
以
上
の
要
求
が
あ
っ
た
時 

は
開
催
す
る 

三
、
委
員
会
委
員
現
在
数
の
五
分
の
一
以
上
出
席
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
議
事
を
は
か
り
議
決
す
る
こ
と
が 

出
来
な
い 

四
、 

委
員
会
の
議
事
は
出
席
数
の
過
半
数
で
決
す
る 
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第 

十
三 

章 
 

専
門
委
員
会 

 

第
二
十
七
条 

 

本
会
の
活
動
に
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
調
査
研
究
立
案
し
推
進
を
は
か
る
た
め
次
の
専
門
委
員
会
を
置
く 

一
、
成
人
教
養
校
外
部
・
広
報
部 

二
、
専
門
委
員
会
は
必
要
に
応
じ
開
催
す
る 

三
、
そ
の
他
専
門
委
員
会
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
細
則
で
定
め
る 

 

第 

十
四 

章 
 

学
年
学
級
及
び
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ 

 

第
二
十
八
条 

 

本
会
に
学
年
学
級
及
び
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
置
き
所
属
委
員
が
そ
の
活
動
を
推
進
す
る 

一
、
学
年
学
級
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
学
年
学
級
の
教
育
の
向
上
に
協
力
す
る 

二
、
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
家
庭
、
地
域
に
お
け
る
教
育
の
向
上
を
は
か
る 

三
、
学
年
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
学
年
委
員
長
を
置
く
、
委
員
長
は
学
年
委
員
の
互
選
と
す
る 

四
、
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
地
区
部
長
を
置
き
、
そ
の
選
出
は
選
考
委
員
会
の
互
選
と
す
る 

五
、
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
地
区
副
部
長
を
置
き
、
そ
の
選
出
は
地
区
部
長
の
推
薦
に
よ
る 

 

第 

十
五 

章 

個
人
情
報
取
扱
方
法 

 

第
二
十
九
条 

 

個
人
情
報
取
扱
方
法
は
別
に
定
め
る 

 

第 

十
六 

章 
 

細 
 

則 

 

第 

三
十
条 

 

本
会
の
運
営
に
関
し
必
要
な
細
則
は
こ
の
会
則
に
反
し
な
い
限
り
に
お
い
て
委
員
会
で
定
め
る 

一
、 

委
員
会
は
細
則
を
制
定
ま
た
は
改
廃
し
た
場
合
は
そ
の
結
果
を
次
期
総
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら 

な
い 
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第 

十
七 

章 
 

改 
 

正 

 

第
三
十
一
条 

 

こ
の
会
則
に
お
い
て
出
席
者
数
の
三
分
の
二
以
上
の
賛
成
が
な
け
れ
ば
改
廃
す
る
こ
と
が
出
来
な
い 

一
、 

改
廃
に
あ
た
っ
て
は
そ
の
案
を
総
会
開
催
の
七
日
前
ま
で
に
、
全
会
員
に
知
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら 

な
い 

  

第 

十
八 

章 
 

附 
 

則 

 

第
三
十
二
条 

 
表
彰
及
び
慶
弔
規
定
は
別
に
定
め
る 

第
三
十
三
条 

 

こ
の
会
則
は
昭
和
六
十
年
五
月
十
日
よ
り
効
力
を
発
す
る 

※ 

平
成
四
年
総
会
に
於
い
て
一
部
改
正 

平
成
五
年
四
月
二
十
日
よ
り
効
力
を
発
す
る 

※ 

平
成
七
年
総
会
に
於
い
て
一
部
改
正 

平
成
七
年
四
月
二
十
五
日
よ
り
効
力
を
発
す
る 

※ 

平
成
十
二
年
総
会
に
於
い
て
一
部
改
正 

平
成
十
二
年
四
月
二
十
日
よ
り
効
力
を
発
す
る 

※ 

平
成
十
四
年
総
会
に
於
い
て
一
部
改
正 

平
成
十
四
年
四
月
二
十
二
日
よ
り
効
力
を
発
す
る 

※ 

平
成
十
八
年
総
会
に
於
い
て
一
部
改
正 

平
成
十
八
年
四
月
二
十
七
日
よ
り
効
力
を
発
す
る 

※ 

平
成
二
十
一
年
総
会
に
於
い
て
一
部
改
正 

平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
八
日
よ
り
効
力
を
発
す
る 

※ 

平
成
二
十
三
年
総
会
に
於
い
て
一
部
改
正 

平
成
二
十
三
年
四
月
二
十
八
日
よ
り
効
力
を
発
す
る 

 
 
 
 
 
 
 

※ 

平
成
二
十
六
年
総
会
に
於
い
て
一
部
改
正 

平
成
二
十
六
年
五
月
十
七
日
よ
り
効
力
を
発
す
る 

 
 
 
 
 
 
 

※ 

平
成
二
十
九
年
総
会
に
於
い
て
一
部
改
正 

平
成
三
十
年
四
月
一
日
よ
り
効
力
を
発
す
る 

※ 

平
成
三
十
年
総
会
に
於
い
て
一
部
改
正 
平
成
三
十
年
四
月
二
十
二
日
よ
り
効
力
を
発
す
る 

  


